




 
 

㈱山陰合同銀行(8381) 平成２８年３月期 第２四半期決算短信 

○添付資料の目次 

 

 

１．当中間決算に関する定性的情報 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P. 2 

(1)連結経営成績に関する定性的情報・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  2 

(2)連結財政状態に関する定性的情報・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   2 

(3)連結業績予想に関する定性的情報・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   2 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項・・・・・・・・・・・・・・・・・  2 

(1)会計方針の変更・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   2 

３．中間連結財務諸表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   4 

(1)中間連結貸借対照表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   4 

(2)中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書・・・・・・・・・・・・・・・   6 

(3)中間連結株主資本等変動計算書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  8 

(4)継続企業の前提に関する注記・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  10 

４．中間財務諸表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 11 

(1)中間貸借対照表・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   11 

(2)中間損益計算書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  13 

(3)中間株主資本等変動計算書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 14 

（補足情報） 

  平成 27年度中間決算概要・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (別冊) 

 平成 27年度中間決算説明資料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (別冊) 

 

- 1 - 



 
 

㈱山陰合同銀行(8381) 平成２８年３月期 第２四半期決算短信 
 

１．当中間決算に関する定性的情報 

(1)連結経営成績に関する定性的情報 

連結ベースの損益状況については、市場金利が低い水準で推移する中、貸出金利回りは低下しまし

たが、外国証券や投資信託などに積極的な投資を行い、有価証券利息配当金が増加したことなどから、

資金利益が増加しました。そのほか、役務取引等利益の増加に加え、与信費用が前年同期との比較で

は減少となるなどの利益増加要因がありました。これに対し、利益減少要因としては、債券関係損益

や株式等関係損益の減少などがありました。 

以上により、経常利益は前年同期比３億 39百万円増加の 100 億 31百万円となりました。また、親

会社株主に帰属する中間純利益は前年同期比３億 26百万円増加の 61億 93 百万円となりました。 

 

(2)連結財政状態に関する定性的情報 

連結ベースの預金は、法人預金および公金預金が増加する一方で、個人預金および金融機関預金が

減少した結果、前期末残高に比べ 29億円減少し、中間期末残高は３兆 7,748億円となりました。 

連結ベースの貸出金は、山陰両県を中心に住宅ローンなどの個人向け貸出が増加したほか、兵庫・

大阪地区などで法人向け貸出が増加したことなどから、前期末残高に比べ 361億円増加し、中間期末

残高は２兆 4,637億円となりました。 

連結ベースの有価証券は、市場動向や投資環境を考慮し、米国債などの外国証券や投資信託等の買

入れを増加させたことなどにより、前期末残高に比べ 557億円増加し、中間期末残高は１兆 8,126億

円となりました。 

連結自己資本比率（国内基準）は、前期末比 1.13ポイント上昇の 16.84％となりました。 

 
(3)連結業績予想に関する定性的情報 

国内経済情勢は、円安の進展や原油価格の下落などを背景に企業収益が上向くなか、所得・雇用環

境の改善を受け、個人消費や住宅投資に持ち直しの兆しが出始めるなど、総じて緩やかな回復基調で

推移しております。 

当行グループの主たる営業地盤である山陰地方の景気については、生産活動に足踏み感がうかがえ

たものの、設備投資が増加基調にあり、個人消費にも持ち直しの兆しがみられるなど、先行き底堅く

推移するものと予想されます。 

こうした状況の中、当行の収益環境については、市場金利が低位で推移する中、貸出金利回りの低

下傾向が継続するなど、厳しい状況が続くものと予想されますが、中期経営計画で掲げた各施策を着

実に実行してまいります。 

平成 27 年度通期の連結ベースの損益は、経常利益 197 億円程度（前期比 34 億円減少）、親会社株

主に帰属する当期純利益 124 億円程度（前期比２億円増加）を予想しております。また、単体ベース

では経常利益 194 億円程度（前期比 19 億円減少）、当期純利益 128 億円程度（前期比 10 億円増加）

を予想しております。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1)会計方針の変更 

 （「企業結合に関する会計基準」等の適用） 

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 25 年９月 13 日。以下、「企業結合会計

基準」という。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22 号 平成 25 年９月 13 日。

以下、「連結会計基準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成

25 年９月 13 日。以下、「事業分離等会計基準」という。）等を、当中間連結会計期間から適用し、支

配が継続している場合の子会社に対する当行の持分変動による差額を資本剰余金として計上すると

ともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しております。また、

当中間連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得

原価の配分額の見直しを企業結合日の属する中間連結会計期間の中間連結財務諸表に反映させる方

法に変更いたします。加えて、中間純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への
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表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前中間連結会計期間及び前連結会

計年度については、中間連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。 

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第 58-2 項（４）、連結会計基準第 44-5

項（４）及び事業分離等会計基準第 57-4項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、当中間連結

会計期間の期首時点から将来にわたって適用しております。 

なお、当中間連結会計期間の経常利益及び税金等調整前中間純利益への影響はありません。また、

当中間連結会計期間末の資本剰余金及び当中間連結会計期間の中間連結株主資本等変動計算書の資本

剰余金の期末残高への影響もありません。 
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３．中間連結財務諸表

（１）中間連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当中間連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部

現金預け金 410,740 439,522

コールローン及び買入手形 91,595 82,971

買入金銭債権 8,104 8,232

商品有価証券 529 502

金銭の信託 7,000 6,956

有価証券 1,756,928 1,812,644

貸出金 2,427,644 2,463,758

外国為替 3,154 2,956

リース債権及びリース投資資産 25,012 25,176

その他資産 28,135 32,080

有形固定資産 39,457 39,135

無形固定資産 2,567 2,218

退職給付に係る資産 - 284

繰延税金資産 348 321

支払承諾見返 18,421 17,551

貸倒引当金 △37,547 △39,852

投資損失引当金 △61 △104

資産の部合計 4,782,030 4,894,355

負債の部

預金 3,777,765 3,774,856

譲渡性預金 1,500 -

コールマネー及び売渡手形 5,487 28,177

債券貸借取引受入担保金 157,220 186,969

借用金 337,635 464,513

外国為替 21 2

その他負債 103,234 46,957

賞与引当金 1,061 1,038

退職給付に係る負債 11,594 10,349

役員退職慰労引当金 101 76

睡眠預金払戻損失引当金 386 356

その他の偶発損失引当金 806 775

繰延税金負債 10,455 8,207

再評価に係る繰延税金負債 2,627 2,602

支払承諾 18,421 17,551

負債の部合計 4,428,319 4,542,434
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当中間連結会計期間
(平成27年９月30日)

純資産の部

資本金 20,705 20,705

資本剰余金 15,516 15,516

利益剰余金 237,697 242,478

自己株式 △766 △1,222

株主資本合計 273,152 277,476

その他有価証券評価差額金 63,977 57,329

繰延ヘッジ損益 △85 27

土地再評価差額金 3,138 3,087

退職給付に係る調整累計額 △4,701 △4,272

その他の包括利益累計額合計 62,329 56,172

新株予約権 667 449

非支配株主持分 17,561 17,822

純資産の部合計 353,710 351,921

負債及び純資産の部合計 4,782,030 4,894,355
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

中間連結損益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

経常収益 45,651 45,662

資金運用収益 30,281 30,894

（うち貸出金利息） 17,201 16,787

（うち有価証券利息配当金） 11,409 12,174

役務取引等収益 5,932 6,117

その他業務収益 8,369 7,181

その他経常収益 1,066 1,469

経常費用 35,958 35,631

資金調達費用 3,479 3,905

（うち預金利息） 2,466 2,489

役務取引等費用 1,665 1,771

その他業務費用 5,855 6,318

営業経費 20,610 20,634

その他経常費用 4,347 3,001

経常利益 9,692 10,031

特別利益 3 0

固定資産処分益 3 0

特別損失 232 267

固定資産処分損 3 24

減損損失 228 243

税金等調整前中間純利益 9,464 9,763

法人税、住民税及び事業税 4,792 3,457

法人税等調整額 △1,394 △139

法人税等合計 3,397 3,318

中間純利益 6,066 6,445

非支配株主に帰属する中間純利益 199 252

親会社株主に帰属する中間純利益 5,867 6,193
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中間連結包括利益計算書

(単位：百万円)
前中間連結会計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当中間連結会計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

中間純利益 6,066 6,445

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 6,229 △6,625

繰延ヘッジ損益 12 113

退職給付に係る調整額 363 429

その他の包括利益合計 6,606 △6,082

中間包括利益 12,673 363

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 12,403 87

非支配株主に係る中間包括利益 269 275
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（３）中間連結株主資本等変動計算書

前中間連結会計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 20,705 15,516 230,087 △756 265,552

会計方針の変更によ

る累積的影響額
△2,095 △2,095

会計方針の変更を反映

した当期首残高
20,705 15,516 227,991 △756 263,456

当中間期変動額

剰余金の配当 △1,125 △1,125

親会社株主に帰属す

る中間純利益
5,867 5,867

自己株式の取得 △1,036 △1,036

自己株式の処分 △4 43 38

土地再評価差額金の

取崩
27 27

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

当中間期変動額合計 ― ― 4,765 △993 3,771

当中間期末残高 20,705 15,516 232,756 △1,750 267,228

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配

株主持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

退職給付に

係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 40,417 △8 3,186 △4,138 39,456 546 16,726 322,281

会計方針の変更によ

る累積的影響額
△2,095

会計方針の変更を反映

した当期首残高
40,417 △8 3,186 △4,138 39,456 546 16,726 320,186

当中間期変動額

剰余金の配当 △1,125

親会社株主に帰属す

る中間純利益
5,867

自己株式の取得 △1,036

自己株式の処分 38

土地再評価差額金の

取崩
27

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

6,159 12 △27 363 6,508 42 260 6,812

当中間期変動額合計 6,159 12 △27 363 6,508 42 260 10,583

当中間期末残高 46,576 4 3,159 △3,774 45,965 589 16,986 330,769
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当中間連結会計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 20,705 15,516 237,697 △766 273,152

会計方針の変更によ

る累積的影響額
― ―

会計方針の変更を反映

した当期首残高
20,705 15,516 237,697 △766 273,152

当中間期変動額

剰余金の配当 △1,435 △1,435

親会社株主に帰属す

る中間純利益
6,193 6,193

自己株式の取得 △780 △780

自己株式の処分 △28 323 295

土地再評価差額金の

取崩
51 51

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

当中間期変動額合計 ― ― 4,780 △456 4,324

当中間期末残高 20,705 15,516 242,478 △1,222 277,476

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配

株主持分
純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ

損益

土地再評価

差額金

退職給付に

係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 63,977 △85 3,138 △4,701 62,329 667 17,561 353,710

会計方針の変更によ

る累積的影響額
―

会計方針の変更を反映

した当期首残高
63,977 △85 3,138 △4,701 62,329 667 17,561 353,710

当中間期変動額

剰余金の配当 △1,435

親会社株主に帰属す

る中間純利益
6,193

自己株式の取得 △780

自己株式の処分 295

土地再評価差額金の

取崩
51

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

△6,648 113 △51 429 △6,156 △218 261 △6,113

当中間期変動額合計 △6,648 113 △51 429 △6,156 △218 261 △1,789

当中間期末残高 57,329 27 3,087 △4,272 56,172 449 17,822 351,921
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 (4)継続企業の前提に関する注記 

    該当事項はありません。 
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４．中間財務諸表

（１）中間貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(平成27年３月31日)

当中間会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部

現金預け金 409,568 438,397

コールローン 91,595 82,971

買入金銭債権 7,141 7,384

商品有価証券 529 502

金銭の信託 7,000 6,956

有価証券 1,757,342 1,813,611

貸出金 2,442,621 2,478,321

外国為替 3,154 2,956

その他資産 15,096 19,011

その他の資産 15,096 19,011

有形固定資産 37,421 37,050

無形固定資産 2,518 2,173

前払年金費用 5,139 5,773

支払承諾見返 18,319 17,465

貸倒引当金 △36,804 △39,103

投資損失引当金 △26 △62

資産の部合計 4,760,617 4,873,411

負債の部

預金 3,793,064 3,789,426

譲渡性預金 1,500 -

コールマネー 5,487 28,177

債券貸借取引受入担保金 157,220 186,969

借用金 325,295 452,778

外国為替 21 2

その他負債 98,476 42,312

未払法人税等 5,288 3,197

リース債務 608 513

資産除去債務 354 366

その他の負債 92,224 38,235

賞与引当金 963 927

退職給付引当金 9,650 9,385

睡眠預金払戻損失引当金 386 356

その他の偶発損失引当金 806 775

繰延税金負債 12,341 9,915

再評価に係る繰延税金負債 2,627 2,602

支払承諾 18,319 17,465

負債の部合計 4,426,161 4,541,093
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(単位：百万円)

前事業年度
(平成27年３月31日)

当中間会計期間
(平成27年９月30日)

純資産の部

資本金 20,705 20,705

資本剰余金 15,516 15,516

資本準備金 15,516 15,516

利益剰余金 231,388 236,513

利益準備金 17,584 17,584

その他利益剰余金 213,803 218,928

固定資産圧縮積立金 188 186

別段積立金 201,829 206,829

繰越利益剰余金 11,785 11,912

自己株式 △766 △1,222

株主資本合計 266,843 271,512

その他有価証券評価差額金 63,891 57,240

繰延ヘッジ損益 △85 27

土地再評価差額金 3,138 3,087

評価・換算差額等合計 66,944 60,355

新株予約権 667 449

純資産の部合計 334,455 332,317

負債及び純資産の部合計 4,760,617 4,873,411
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（２）中間損益計算書

(単位：百万円)
前中間会計期間

(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

当中間会計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

経常収益 38,650 38,741

資金運用収益 30,413 31,153

（うち貸出金利息） 17,266 16,856

（うち有価証券利息配当金） 11,478 12,368

役務取引等収益 5,591 5,774

その他業務収益 1,591 353

その他経常収益 1,053 1,460

経常費用 29,818 28,738

資金調達費用 3,435 3,872

（うち預金利息） 2,467 2,491

役務取引等費用 2,167 2,245

その他業務費用 133 275

営業経費 19,682 19,503

その他経常費用 4,399 2,841

経常利益 8,832 10,003

特別利益 3 0

特別損失 231 266

税引前中間純利益 8,604 9,736

法人税、住民税及び事業税 4,520 3,325

法人税等調整額 △1,522 △126

法人税等合計 2,998 3,199

中間純利益 5,605 6,537
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（３）中間株主資本等変動計算書

前中間会計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金

資本準備金
その他

資本剰余金
資本剰余金合計

当期首残高 20,705 15,516 ― 15,516

会計方針の変更によ

る累積的影響額
会計方針の変更を反映

した当期首残高
20,705 15,516 ― 15,516

当中間期変動額

固定資産圧縮積立金

の取崩

別段積立金の積立

剰余金の配当

中間純利益

自己株式の取得

自己株式の処分

土地再評価差額金の

取崩
株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

当中間期変動額合計 ― ― ― ―

当中間期末残高 20,705 15,516 ― 15,516

株主資本

利益剰余金

自己株式 株主資本合計
利益準備金

その他利益剰余金

利益剰余金合計固定資産

圧縮積立金
別段積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 17,584 193 194,329 12,078 224,186 △756 259,651

会計方針の変更によ

る累積的影響額
△2,095 △2,095 △2,095

会計方針の変更を反映

した当期首残高
17,584 193 194,329 9,983 222,091 △756 257,556

当中間期変動額

固定資産圧縮積立金

の取崩
△2 2 ―

別段積立金の積立 7,500 △7,500 ―

剰余金の配当 △1,125 △1,125 △1,125

中間純利益 5,605 5,605 5,605

自己株式の取得 △1,036 △1,036

自己株式の処分 △4 △4 43 38

土地再評価差額金の

取崩
27 27 27

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

当中間期変動額合計 ― △2 7,500 △2,994 4,503 △993 3,509

当中間期末残高 17,584 191 201,829 6,989 226,594 △1,750 261,065
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　(単位：百万円）

評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

土地再評価

差額金

評価・換算差額

等合計

当期首残高 40,366 △8 3,186 43,544 546 303,742

会計方針の変更によ

る累積的影響額
△2,095

会計方針の変更を反映

した当期首残高
40,366 △8 3,186 43,544 546 301,647

当中間期変動額

固定資産圧縮積立金

の取崩

別段積立金の積立

剰余金の配当 △1,125

中間純利益 5,605

自己株式の取得 △1,036

自己株式の処分 38

土地再評価差額金の

取崩
27

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

6,148 12 △27 6,133 42 6,176

当中間期変動額合計 6,148 12 △27 6,133 42 9,685

当中間期末残高 46,514 4 3,159 49,678 589 311,333
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当中間会計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

(単位：百万円)

株主資本

資本金

資本剰余金

資本準備金
その他

資本剰余金
資本剰余金合計

当期首残高 20,705 15,516 ― 15,516

会計方針の変更によ

る累積的影響額
会計方針の変更を反映

した当期首残高
20,705 15,516 ― 15,516

当中間期変動額

固定資産圧縮積立金

の取崩

別段積立金の積立

剰余金の配当

中間純利益

自己株式の取得

自己株式の処分

土地再評価差額金の

取崩
株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

当中間期変動額合計 ― ― ― ―

当中間期末残高 20,705 15,516 ― 15,516

株主資本

利益剰余金

自己株式 株主資本合計
利益準備金

その他利益剰余金

利益剰余金合計固定資産

圧縮積立金
別段積立金 繰越利益剰余金

当期首残高 17,584 188 201,829 11,785 231,388 △766 266,843

会計方針の変更によ

る累積的影響額
― ― ―

会計方針の変更を反映

した当期首残高
17,584 188 201,829 11,785 231,388 △766 266,843

当中間期変動額

固定資産圧縮積立金

の取崩
△2 2 ―

別段積立金の積立 5,000 △5,000 ―

剰余金の配当 △1,435 △1,435 △1,435

中間純利益 6,537 6,537 6,537

自己株式の取得 △780 △780

自己株式の処分 △28 △28 323 295

土地再評価差額金の

取崩
51 51 51

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

当中間期変動額合計 ― △2 5,000 127 5,124 △456 4,668

当中間期末残高 17,584 186 206,829 11,912 236,513 △1,222 271,512
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　(単位：百万円）

評価・換算差額等

新株予約権 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ損益

土地再評価

差額金

評価・換算差額

等合計

当期首残高 63,891 △85 3,138 66,944 667 334,455

会計方針の変更によ

る累積的影響額
―

会計方針の変更を反映

した当期首残高
63,891 △85 3,138 66,944 667 334,455

当中間期変動額

固定資産圧縮積立金

の取崩

別段積立金の積立

剰余金の配当 △1,435

中間純利益 6,537

自己株式の取得 △780

自己株式の処分 295

土地再評価差額金の

取崩
51

株主資本以外の項目

の 当 中 間 期 変 動 額

（純額）

△6,650 113 △51 △6,588 △218 △6,806

当中間期変動額合計 △6,650 113 △51 △6,588 △218 △2,138

当中間期末残高 57,240 27 3,087 60,355 449 332,317
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株式会社 山陰合同銀行 

   1 

 

１．利益の状況（連結） 

                                                     （単位：百万円、％） 

 
27年度 

中間期 

26年度 

中間期 

前年同期比 

増減額 増減率 

経常収益 45,662 45,651 11 0.02 

経常利益 10,031 9,692 339 3.49 

親会社株主に帰属する中間純利益 6,193 5,867 326 5.55 

 

 

２．利益の状況（単体） 

                                                    （単位：百万円、％） 

 
27年度 

中間期 

26年度 

中間期 

前年同期比 

増減額 増減率 

経常収益 38,741 38,650 91 0.23 

業務粗利益 30,900 31,872 △972 △3.04 

 

うち資金利益 27,293 26,989 304 1.12 

うち役務取引等利益 3,529 3,424 105 3.06 

うちその他業務利益 78 1,458 △1,380 △94.65 

（うち債券関係損益） △10 1,330 △1,340 △100.75 

経費 18,870 19,119 △249 △1.30 

 
うち人件費 9,075 8,839 236 2.66 

うち物件費 8,463 8,996 △533 △5.92 

一般貸倒引当金繰入額 ① △46 3,414 △3,460 △101.34 

業務純益 12,075 9,337 2,738 29.32 

 
実質業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 12,029 12,752 △723 △5.66 

 コア業務純益（除く債券関係損益） 12,039 11,422 617 5.40 

臨時損益 △2,059 △494 △1,565 △316.80 

 

うち不良債権処理額 ② 2,462 953 1,509 158.34 

 うち個別貸倒引当金繰入額 2,354 793 1,561 196.84 

うち貸倒引当金戻入益 ③ － － － － 

うち株式等関係損益 578 665 △87 △13.08 

うち退職給付費用 633 562 71 12.63 

経常利益 10,003 8,832 1,171 13.25 

特別損益 △266 △227 △39 △17.18 

 うち減損損失（固定資産） 242 228 14 6.14 

税引前中間純利益 9,736 8,604 1,132 13.15 

法人税等合計 （注） 3,199 2,998 201 6.70 

中間純利益 6,537 5,605 932 16.62 
 

《参考》与信費用 ①＋②－③ 2,416 4,368 △1,952 △44.68 

  （注）法人税等合計 ＝ 法人税、住民税及び事業税 ＋ 法人税等調整額 
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 経常収益 

国債等債券売却益が減少したものの、資金運用収益や役務取引等収益の増加に加え、金融派生商品収益や株式等売却

益も増加したことなどから、経常収益は前年同期比９１百万円増加の３８７億４１百万円となりました。 

 

 業務純益 

市場金利が低い水準で推移する中、貸出金利回りは低下しましたが、外国証券や投資信託などに積極的な投資を行い、

有価証券利息配当金が増加したことなどから、資金利益が増加しました。そのほか、債券関係損益は減少しましたが、

役務取引等利益が増加したほか、経費が減少したことに加え、一般貸倒引当金も前年同期の繰入から当中間期は戻入と

なるなどの増益要因がありました。この結果、業務純益は前年同期比２７億３８百万円増加の１２０億７５百万円とな

りました。 

また、コア業務純益は、資金利益や役務取引等利益の増加、経費の減少などにより、前年同期比６億１７百万円増加

の１２０億３９百万円となりました。 

 

 経常利益 

上記のとおり業務純益が増加する一方で、株式等関係損益が減少したことに加え、不良債権処理額が増加しましたが、

経常利益は前年同期比１１億７１百万円増加の１００億３百万円となりました。 

 

 中間純利益 

 以上に加え、固定資産の減損損失などを特別損益に計上いたしました。また、平成２７年度からの法人税率引下げに

よる税負担の軽減効果があり、税引後の中間純利益は前年同期比９億３２百万円増加の６５億３７百万円となりました。 

 

 

３．利回・利鞘（単体） 

 

  ≪全店分≫                                        （単位：％） 

 27年度中間期 26年度中間期 前年同期比 

資金運用利回 ① 1.35 1.42 △0.07 

 
貸出金利回 1.38 1.49 △0.11 

有価証券利回 1.43 1.42 0.01 

資金調達原価 ② 1.03 1.10 △0.07 

 預金等利回 0.13 0.13 0.00 

総資金利鞘 ①－② 0.32 0.32 0.00 

 

 ≪国内業務部門分≫                                    （単位：％） 

 27年度中間期 26年度中間期 前年同期比 

資金運用利回 ① 1.24 1.34 △0.10 

 
貸出金利回 1.40 1.50 △0.10 

有価証券利回 1.27 1.28 △0.01 

資金調達原価 ② 1.02 1.11 △0.09 

 預金等利回 0.07 0.08 △0.01 

総資金利鞘 ①－② 0.22 0.23 △0.01 
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４．預金・貸出金・有価証券の残高（単体） 

                                                             （単位：億円、％） 

 27年９月末 27年３月末 
前期末比 

増減額 増減率 

預金 37,894 37,930 △36 △0.09 

 うち個人預金 24,714 24,841 △127 △0.51 

貸出金 24,783 24,426 357 1.46 

 

うち消費者ローン 5,588 5,328 259 4.86 

 
住宅ローン 4,761 4,563 198 4.33 

その他ローン 826 765 61 8.00 

有価証券 18,136 17,573 562 3.20 

 

 預金 

法人預金および公金預金が増加する一方で、個人預金および金融機関預金が減少した結果、前期末残高に比べ３６億

円減少し、中間期末残高は３兆７，８９４億円となりました。 

 

 貸出金 

山陰両県を中心に住宅ローンなどの個人向け貸出が増加したほか、兵庫・大阪地区などで法人向け貸出が増加したこ

となどから、前期末残高に比べ３５７億円増加し、中間期末残高は２兆４，７８３億円となりました。 

 

 有価証券 

 市場動向や投資環境を考慮し、米国債などの外国証券や投資信託等の買入れを増加させたことなどにより、前期末残

高に比べ５６２億円増加し、中間期末残高は１兆８，１３６億円となりました。 

 

    ≪預り資産残高≫                                                                        （単位：億円、％） 

 27年９月末 27年３月末 
前期末比 

増減額 増減率 

預り資産残高 2,866 2,949 △83 △2.82 

 

公共債 389 479 △90 △18.87 

投資信託 942 952 △10 △1.09 

年金保険 1,534 1,516 17 1.16 

（注）年金保険は、一時払個人年金保険の販売累計額を記載しております。 

 

 

５．自己資本比率（国内基準） 

                                                         （単位：百万円、％） 

 27年９月末 27年３月末 前期末比 

連結 

自己資本比率 16.84 15.71 1.13 

自己資本 297,329 288,200 9,129 

リスク・アセット等 1,765,107 1,833,558 △68,451 

 

単体 

自己資本比率 15.76 14.68 1.08 

自己資本 276,412 267,410 9,002 

リスク・アセット等 1,753,719 1,821,283 △67,564 

 
≪参考≫ 

 ・自己資本比率（国内基準） ＝ 
自己資本（コア資本に係る基礎項目 － コア資本に係る調整項目） 

リスク・アセット等 
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６．有価証券関係損益（単体） 

                                                            （単位：百万円） 

 27年度中間期 26年度中間期 前年同期比 

債券関係損益 △10 1,330 △1,340 

 

売却益 0 1,422 △1,422 

償還益 － －    － 

売却損 10 92 △82 

償還損 － －    － 

償却 0 － 0 

 

株式等関係損益 578 665 △87 

 

売却益 934 686 248 

売却損 205 1 204 

償却 149 20 129 

 

 

７．有価証券の評価損益（単体） 

                                                               （単位：百万円） 

 

27年９月末 

  評価損益 

 
 

評価益 評価損 
27年３月末比 

 

満期保有目的 28 115 84 55 

子会社・関連会社株式 － － － － 

その他有価証券 ※    84,643 △9,030 87,312 2,668 

 

株式 21,361    △624 21,927 566 

債券 50,958 △1,281 50,994 35 

その他 12,324    △7,124 14,390 2,065 

    合  計 84,672 △8,914 87,396 2,724 

 株式 21,361    △624 21,927 566 

 
債券 50,986  △1,166 51,078 91 

その他 12,324    △7,124 14,390 2,065 

 

※  上記評価損益のうち、その他有価証券の評価損益８４６億円から、これに対する税金相当額２７４億円を差し引い 

 た額５７２億円を、中間貸借対照表の純資産の部に「その他有価証券評価差額金」として計上しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 



株式会社 山陰合同銀行 

  5 

 

８．不良債権の状況（単体） 

 

  ≪リスク管理債権≫                                （単位：億円） 

 27年９月末 27年３月末 前期末比 

破綻先債権額 24 23 0 

延滞債権額 480 492 △12 

３カ月以上延滞債権額 0 0 △0 

貸出条件緩和債権額 152 147 4 

リスク管理債権合計 656 664 △7 

 
総貸出金に占める割合（％） 2.64 2.72 △0.08 

貸倒引当金のリスク管理債権に対する引当率（％） 59.54 55.39 4.15 

貸出金残高（末残） 24,783 24,426 357 

（参考）部分直接償却を実施した場合のリスク管理債権合計 574 590 △16 

        上記の総貸出金に占める割合（％） 2.32 2.42 △0.10 

 

 

  ≪金融再生法開示債権≫                              （単位：億円） 

 27年９月末 27年３月末 前期末比 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 171 167 3 

危険債権 342 358 △15 

要管理債権 152 148 4 

金融再生法開示基準の不良債権合計 665 674 △8 

 

総与信に占める割合（％） 2.63 2.70 △0.07 

担保・引当等によるカバー率（％） 82.12 80.86 1.26 

貸倒引当金による保全不足に対する引当率（％） 66.39 62.39 4.00 

正常債権 24,633 24,267 365 

合 計     25,299 24,942 357 

（参考）部分直接償却を実施した場合の不良債権合計 581 598 △16 

        上記の総与信に占める割合（％） 2.30 2.40 △0.10 

 

 

  ≪与信費用の推移≫                               （単位：百万円） 

 
27年度 

中間期 

26年度 25年度 

中間期  中間期  

 

個別貸倒引当金繰入額 2,354 793 △345 1,152 3,457 

貸出金償却 － － － － － 

その他債権売却損等 108 160 325 118 409 

不良債権処理額  ① 2,462 953 △20 1,271 3,867 

一般貸倒引当金繰入額  ② △46 3,414 4,214 1,029 48 

貸倒引当金戻入益  ③ － － － － － 

与信費用（①＋②－③） 2,416 4,368 4,193 2,300 3,915 
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９．中期経営計画の計数目標と実績 

 

 
27年度中間期 

（ 実 績 ）      

 

29年度通期 

（最終年度目標） 

コア業務純益 120億円   270億円以上  

当期純利益 65億円    150億円以上  

役務取引等利益 35億円    84億円以上  

役務収益比率（役務取引等利益／コア業務粗利益） 11.41％   12.5％以上  

ＯＨＲ（経費／コア業務粗利益） 61.04％    60％未満  

ＲＯＥ 

［ＲＯＥ（純資産平残ベース）］ 

3.91％  

［4.76％］ 

4.3％以上  

［5.0％以上］ 

自己資本比率 15.76％  15％程度  

  （注）１．いずれも単体ベース。 

    ２．コア業務純益 ＝ 業務純益 － 債券関係損益 ＋ 一般貸倒引当金繰入額 

    ３．コア業務粗利益 ＝ 業務粗利益 － 債券関係損益 

    ４．ＲＯＥ = 当期純利益／純資産平均残高（新株予約権を除く：期首・期末単純平均） 

なお、［ＲＯＥ（純資産平残ベース）］は、分母である純資産（新株予約権を除く）について、 

期首期末の単純平均を用いず、日々の残高を積み上げた期中平均を用い算出している。  

 

10．業績予想 

 

    ≪単体≫                                 （単位：百万円） 

 27年度通期予想 

経常収益 76,000 

経常利益 19,400 

当期純利益 12,800 

業務純益 23,900 

 コア業務純益 23,800 

 

    ≪連結≫                                    （単位：百万円） 

 27年度通期予想 

経常収益 90,300 

経常利益 19,700 

親会社株主に帰属する当期純利益 12,400 

 

  ≪業績予想の前提としての与信費用予想額：単体≫ 

      ・27年度通期予想               44億円（上期実績 24億円、下期予想 20億円） 

 

  ≪１株当たり配当予想：単体≫ 

      ・27年度中間配当                  4 円 50銭  

      ・27年度期末配当予想            9円 50銭（年間配当 14円 00銭） 

 

 

                                  以 上 



平 成 27 年 度 
中間決算説明資料 
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Ⅰ．平成27年度中間決算の概況

１．損益状況
【単体】 （百万円）

27年度中間期 26年度中間期
26年度中間期比

業務粗利益 30,900 △ 972 31,872
(除く債券関係損益) ( 30,910 ) ( 369 ) ( 30,541 )

資金利益 27,293 304 26,989
役務取引等利益 3,529 105 3,424
その他業務利益 78 △ 1,380 1,458
(うち債券関係損益) ( △ 10 ) ( △ 1,340 ) ( 1,330 )

国内業務粗利益 27,958 △ 1,190 29,148
(除く債券関係損益) ( 27,968 ) ( 92 ) ( 27,876 )

資金利益 24,405 △ 80 24,485
役務取引等利益 3,527 123 3,404
その他業務利益 25 △ 1,233 1,258
(うち債券関係損益) ( △ 10 ) ( △ 1,282 ) ( 1,272 )

国際業務粗利益 2,941 218 2,723
(除く債券関係損益) ( 2,941 ) ( 276 ) ( 2,665 )

資金利益 2,887 383 2,504
役務取引等利益 1 △ 18 19
その他業務利益 52 △ 147 199
(うち債券関係損益) ( -         ) ( △ 58 ) ( 58 )

経費（除く臨時処理分） 18,870 △ 249 19,119
人件費 9,075 236 8,839
物件費 8,463 △ 533 8,996
税　金 1,331 47 1,284

業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 12,029 △ 723 12,752
除く債券関係損益 12,039 617 11,422

① 一般貸倒引当金繰入額 △ 46 △ 3,460 3,414
業務純益 12,075 2,738 9,337

うち債券関係損益 △ 10 △ 1,340 1,330
臨時損益 △ 2,059 △ 1,565 △ 494

② 不良債権処理額 2,462 1,509 953
貸出金償却 -         -         -         
個別貸倒引当金繰入額 2,354 1,561 793
債権売却損 0 △ 51 51
その他 108 △ 1 109

③ 貸倒引当金戻入益 -         -         -         
(与信費用 ①＋②－③) ( 2,416 ) ( △ 1,952 ) ( 4,368 )
株式等関係損益 578 △ 87 665

株式等売却益 934 248 686
株式等売却損 205 204 1
株式等償却 149 129 20

その他臨時損益 △ 176 29 △ 205
経常利益 10,003 1,171 8,832
特別損益 △ 266 △ 39 △ 227

うち固定資産処分損益 △ 23 △ 23 0
うち減損損失 242 14 228

税引前中間純利益 9,736 1,132 8,604
法人税、住民税及び事業税 3,325 △ 1,195 4,520
法人税等調整額 △ 126 1,396 △ 1,522
中間純利益 6,537 932 5,605
(注) 金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。
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【連結】

＜連結損益計算書ベース＞ （百万円）

27年度中間期 26年度中間期

26年度中間期比

連結粗利益 32,196 △ 1,387 33,583

資金利益 26,988 186 26,802

役務取引等利益 4,345 79 4,266

その他業務利益 862 △ 1,652 2,514

営業経費 20,634 24 20,610

与信費用 ①＋②－③ 2,552 △ 1,725 4,277

①一般貸倒引当金繰入額 61 △ 3,102 3,163

②不良債権処理額 2,490 1,377 1,113

貸出金償却 7 △ 5 12

個別貸倒引当金繰入額 2,372 1,432 940

債権売却損 2 △ 49 51

その他 108 △ 1 109

③貸倒引当金戻入益 -         -         -         

株式等関係損益 558 △ 73 631

その他 461 97 364

経常利益 10,031 339 9,692

特別損益 △ 267 △ 39 △ 228

税金等調整前中間純利益 9,763 299 9,464

法人税、住民税及び事業税 3,457 △ 1,335 4,792

法人税等調整額 △ 139 1,255 △ 1,394

非支配株主に帰属する中間純利益 252 53 199

親会社株主に帰属する中間純利益 6,193 326 5,867

(注) 連結粗利益＝（資金運用収益－資金調達費用）＋（役務取引等収益－役務取引等費用）

　　　 　　　　　＋（その他業務収益－その他業務費用）

（連結対象会社数） （社）

連結子会社数 13 1 12

持分法適用会社数 -         -         -         
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２．業務純益【単体】 （百万円）
27年度中間期 26年度中間期

26年度中間期比
（１）業務純益（一般貸倒引当金繰入前） 12,029 △ 723 12,752

職員一人当たり（千円） 6,395 △ 388 6,783
（２）業務純益 12,075 2,738 9,337

職員一人当たり（千円） 6,419 1,452 4,967

３．利鞘【単体】

(全店分) （％）
27年度中間期 26年度中間期

26年度中間期比
（１）資金運用利回　　　　　　（Ａ） 1.35 △ 0.07 1.42

（イ）貸出金利回 1.38 △ 0.11 1.49
（ロ）有価証券利回 1.43 0.01 1.42

（２）資金調達原価　　　　　　（Ｂ） 1.03 △ 0.07 1.10
（イ）預金等利回 0.13 0.00 0.13

（３）総資金利鞘　　　（Ａ）－（Ｂ） 0.32 0.00 0.32

(国内業務部門分) （％）
27年度中間期 26年度中間期

26年度中間期比
（１）資金運用利回　　　　　　（Ａ） 1.24 △ 0.10 1.34

（イ）貸出金利回 1.40 △ 0.10 1.50
（ロ）有価証券利回 1.27 △ 0.01 1.28

（２）資金調達原価　　　　　　（Ｂ） 1.02 △ 0.09 1.11
（イ）預金等利回 0.07 △ 0.01 0.08

（３）総資金利鞘　　　（Ａ）－（Ｂ） 0.22 △ 0.01 0.23

４．有価証券関係損益【単体】 （百万円）
27年度中間期 26年度中間期

26年度中間期比
債券関係損益 △ 10 △ 1,340 1,330

売却益 0 △ 1,422 1,422
償還益 -           -           -           
売却損 10 △ 82 92
償還損 -           -           -           
償却 0 0 -           

株式等関係損益 578 △ 87 665
売却益 934 248 686
売却損 205 204 1
償却 149 129 20
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５．有価証券の評価損益

 (1) 有価証券の評価基準

  ①有価証券
売買目的有価証券 時価法（評価差額を損益処理）

満期保有目的有価証券 償却原価法

その他有価証券 時価法（評価差額を全部純資産直入）

子会社株式及び関連会社株式 原価法

  ②金銭の信託中の有価証券
運用目的の金銭の信託 時価法（評価差額を損益処理）

その他の金銭の信託 時価法（評価差額を全部純資産直入）

 (2) 評価損益 （百万円）

27年９月末

【単体】 評 価 損 益

27年３月末比 26年９月末比 評  価  益 評  価  損

満期保有目的 28 115 97 84 55

子会社・関係会社株式 -       -       -       -       -       

その他有価証券 84,643 △ 9,030 13,053 87,312 2,668

株式 21,361 △ 624 6,416 21,927 566

債券 50,958 △ 1,281 805 50,994 35

その他 12,324 △ 7,124 5,832 14,390 2,065

合      計 84,672 △ 8,914 13,151 87,396 2,724

株式 21,361 △ 624 6,416 21,927 566

債券 50,986 △ 1,166 903 51,078 91

その他 12,324 △ 7,124 5,832 14,390 2,065

(注)１．「その他有価証券」については、時価評価しておりますので、上記の表上は、中間貸借対照表計上
   　 額と取得原価との差額を計上しております。
    ２．「その他有価証券」にかかる評価差額金は57,240百万円であります。

（百万円）

27年９月末

【連結】 評 価 損 益

27年３月末比 26年９月末比 評  価  益 評  価  損

満期保有目的 29 114 96 85 55

その他有価証券 85,537 △ 8,990 13,318 88,207 2,669

株式 22,255 △ 584 6,681 22,823 568

債券 50,958 △ 1,281 805 50,994 35

その他 12,324 △ 7,124 5,832 14,390 2,065

合      計 85,567 △ 8,874 13,415 88,293 2,725

株式 22,255 △ 584 6,681 22,823 568

債券 50,988 △ 1,166 903 51,079 91

その他 12,324 △ 7,124 5,832 14,390 2,065

(注)１．「その他有価証券」については、時価評価しておりますので、上記の表上は、中間連結貸借対照表
   　 計上額と取得原価との差額を計上しております。
    ２．「その他有価証券」にかかる評価差額金は57,329百万円であります。
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６．自己資本比率

・「自己資本の構成に関する開示事項」につきましては、当行ホームページ（http://www.gogin.co.jp/)

をご覧下さい。

【単体】 （百万円、％）

（１）自己資本比率 (国内基準)

（２）コア資本に係る基礎項目

（３）コア資本に係る調整項目

（４）自己資本　(2)－(3)

（５）リスク・アセット等

（６）総所要自己資本額

(注)　総所要自己資本額はリスク・アセット等の額に４％を乗じた額となります。　

【連結】 （百万円、％）

（１）自己資本比率 (国内基準)

（２）コア資本に係る基礎項目

（３）コア資本に係る調整項目

（４）自己資本　(2)－(3)

（５）リスク・アセット等

（６）総所要自己資本額

(注)　総所要自己資本額はリスク・アセット等の額に４％を乗じた額となります。　

７．ＲＯＥ【単体】 （％）

業務純益ベース(一般貸倒引当金繰入前)

業務純益ベース

中間純利益ベース

(注)

4,809

1,833,558

73,342

26年９月末比

△ 0.60

12,875

1,079

11,795

8,971

△ 32

9,002

3.91 0.27 3.64

27年３月末比

14.68

268,521

1,111

267,410

△ 67,564

△ 2,703

137,034

5,481

7.20 △ 1.08

27年３月末比

26年度中間期比

297,683 8,388

70,604 △ 2,738

7.23 1.17 6.06

27年度中間期 26年度中間期

27年９月末

[速報値]

1,753,719

70,148

1.08

26年９月末

15.76

8.28

27年３月末

1,821,283

72,851

27年３月末

277,492

1,079

276,412

16.36

264,617

-        

264,617

1,616,685

64,667

27年９月末 26年９月末

[速報値]

16.84 1.13 17.4315.71△ 0.59

26年９月末比

286,822

353 △ 741 -        

289,295

1,094

10,861

353

65,795

297,329 9,129 286,822

1,765,107 △ 68,451 1,644,880

288,20010,507

120,227

ＲＯＥ ＝
業務純益（中間純利益）÷１８３×３６５

（期首純資産の部合計（除く新株予約権）＋期末純資産の部合計（除く新株予約権））÷２

×１００

- 5 -
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Ⅱ．貸出金等の状況

１．リスク管理債権の状況

・部分直接償却実施なし

【単体】 （百万円）

27年９月末 27年３月末 26年９月末

27年３月末比 26年９月末比

リスク管理債権額 65,665 △ 777 △ 9,771 66,442 75,436

破綻先債権額 2,405 50 △ 1,617 2,355 4,022

延滞債権額 48,014 △ 1,231 △ 8,416 49,245 56,430

３カ月以上延滞債権額 1 △ 77 1 78 0

貸出条件緩和債権額 15,243 481 261 14,762 14,982

貸出金残高（末残） 2,478,321 35,700 124,423 2,442,621 2,353,898

貸出金残高比 （％）

リスク管理債権額 2.64 △ 0.08 △ 0.56 2.72 3.20

破綻先債権額 0.09 0.00 △ 0.08 0.09 0.17

延滞債権額 1.93 △ 0.08 △ 0.46 2.01 2.39

３カ月以上延滞債権額 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

貸出条件緩和債権額 0.61 0.01 △ 0.02 0.60 0.63

【連結】 （百万円）

27年９月末 27年３月末 26年９月末

27年３月末比 26年９月末比

リスク管理債権額 65,715 △ 778 △ 9,811 66,493 75,526

破綻先債権額 2,405 50 △ 1,617 2,355 4,022

延滞債権額 48,064 △ 1,233 △ 8,456 49,297 56,520

３カ月以上延滞債権額 1 △ 77 1 78 0

貸出条件緩和債権額 15,243 481 261 14,762 14,982

貸出金残高（末残） 2,463,758 36,114 122,176 2,427,644 2,341,582

貸出金残高比 （％）

リスク管理債権額 2.66 △ 0.07 △ 0.56 2.73 3.22

破綻先債権額 0.09 0.00 △ 0.08 0.09 0.17

延滞債権額 1.95 △ 0.08 △ 0.46 2.03 2.41

３カ月以上延滞債権額 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00

貸出条件緩和債権額 0.61 0.01 △ 0.02 0.60 0.63
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２．貸倒引当金等の状況

【単体】 （百万円）

27年９月末 27年３月末 26年９月末

27年３月末比 26年９月末比

貸倒引当金 39,103 2,299 △ 880 36,804 39,983

一般貸倒引当金 19,287 △ 47 753 19,334 18,534

個別貸倒引当金 19,815 2,346 △ 1,633 17,469 21,448

特定海外債権引当勘定 -        -        -        -        -        

投資損失引当金 62 36 △ 19 26 81

【連結】 （百万円）

27年９月末 27年３月末 26年９月末

27年３月末比 26年９月末比

貸倒引当金 39,852 2,305 △ 1,063 37,547 40,915

一般貸倒引当金 19,278 61 821 19,217 18,457

個別貸倒引当金 20,573 2,243 △ 1,884 18,330 22,457

特定海外債権引当勘定 -        -        -        -        -        

投資損失引当金 104 43 12 61 92

３．リスク管理債権に対する引当率

【単体】 （％）

27年９月末 27年３月末 26年９月末

27年３月末比 26年９月末比

リスク管理債権に対する引当率 59.54 4.15 6.54 55.39 53.00

（注）リスク管理債権に対する引当率＝貸倒引当金／リスク管理債権額

【連結】 （％）

27年９月末 27年３月末 26年９月末

27年３月末比 26年９月末比

リスク管理債権に対する引当率 60.64 4.18 6.47 56.46 54.17

（注）リスク管理債権に対する引当率＝貸倒引当金／リスク管理債権額
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４．金融再生法開示債権

【単体】 （百万円、％）

27年９月末 27年３月末 26年９月末

27年３月末比 26年９月末比

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 17,120 352 △ 3,225 16,768 20,345

危険債権 34,209 △ 1,593 △ 7,072 35,802 41,281

要管理債権 15,245 404 262 14,841 14,983

小　　計（Ａ） 66,575 △ 837 △ 10,035 67,412 76,610

正常債権 2,463,334 36,544 134,769 2,426,790 2,328,565

合　　計（Ｂ） 2,529,910 35,707 124,735 2,494,203 2,405,175

（Ｂ）に占める（Ａ）の割合 2.63 △ 0.07 △ 0.55 2.70 3.18

５．金融再生法開示債権の保全状況

【単体】 （百万円、％）

27年９月末 27年３月末 26年９月末

27年３月末比 26年９月末比

保全額（Ｃ）　（イ＋ロ） 54,676 163 △ 7,863 54,513 62,539

担保等による保全額（イ） 31,165 △ 1,948 △ 6,216 33,113 37,381

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 7,038 △ 92 △ 1,540 7,130 8,578

危険債権 21,107 △ 1,691 △ 4,401 22,798 25,508

要管理債権 3,018 △ 166 △ 275 3,184 3,293

貸倒引当金残高（ロ） 23,510 2,111 △ 1,648 21,399 25,158

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 10,081 444 △ 1,685 9,637 11,766

危険債権 9,718 1,904 62 7,814 9,656

要管理債権 3,710 △ 237 △ 25 3,947 3,735

カバー率（Ｃ）／（Ａ） 82.12 1.26 0.49 80.86 81.63

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 100.00 -        -        100.00 100.00

危険債権 90.11 4.61 4.93 85.50 85.18

要管理債権 44.13 △ 3.91 △ 2.78 48.04 46.91

引当率（ロ）／（Ａ－イ） 66.39 4.00 2.26 62.39 64.13

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 100.00 -        -        100.00 100.00

危険債権 74.18 14.09 12.96 60.09 61.22

要管理債権 30.34 △ 3.51 △ 1.61 33.85 31.95
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６．業種別貸出状況等

①業種別貸出金【単体】 （百万円）

27年９月末 27年３月末 26年９月末

27年３月末比 26年９月末比

国内店分

（除く特別国際金融取引勘定） 2,478,321 35,700 124,423 2,442,621 2,353,898

製造業 345,756 1,794 7,222 343,962 338,534

農業、林業 6,316 346 885 5,970 5,431

漁業 1,648 11 △ 178 1,637 1,826

鉱業、採石業、砂利採取業 1,481 △ 43 88 1,524 1,393

建設業 79,769 △ 5,080 △ 1,056 84,849 80,825

電気・ガス・熱供給・水道業 44,567 △ 6,425 △ 4,505 50,992 49,072

情報通信業 20,891 △ 3,366 △ 176 24,257 21,067

運輸業、郵便業 83,501 5,884 15,890 77,617 67,611

卸売業、小売業 301,730 4,995 26,310 296,735 275,420

金融業、保険業 108,501 8,672 8,554 99,829 99,947

不動産業、物品賃貸業 315,315 4,192 18,734 311,123 296,581

各種サービス業 261,725 △ 11,064 △ 10,843 272,789 272,568

地方公共団体 316,681 3,235 1,022 313,446 315,659

その他 590,433 32,550 62,475 557,883 527,958

②業種別リスク管理債権【単体】 （百万円）

27年９月末 27年３月末 26年９月末

27年３月末比 26年９月末比

国内店分

（除く特別国際金融取引勘定） 65,665 △ 777 △ 9,771 66,442 75,436

製造業 11,876 △ 635 △ 3,772 12,511 15,648

農業、林業 160 △ 6 △ 23 166 183

漁業 6 1 △ 1 5 7

鉱業、採石業、砂利採取業 -        -        △ 11 -          11

建設業 4,093 △ 500 △ 998 4,593 5,091

電気・ガス・熱供給・水道業 -        -        -         -          -        

情報通信業 126 36 △ 33 90 159

運輸業、郵便業 1,689 243 210 1,446 1,479

卸売業、小売業 13,956 210 △ 967 13,746 14,923

金融業、保険業 4,620 △ 152 742 4,772 3,878

不動産業、物品賃貸業 7,562 △ 462 △ 1,180 8,024 8,742

各種サービス業 13,566 472 △ 2,476 13,094 16,042

地方公共団体 -        -        -         -          -        

その他 8,006 16 △ 1,262 7,990 9,268



株式会社　山陰合同銀行

- 10 -

③消費者ローン残高【単体】 （百万円）

27年９月末 27年３月末 26年９月末

27年３月末比 26年９月末比

消費者ローン残高 558,809 25,930 51,228 532,879 507,581

住宅ローン残高 476,168 19,802 37,874 456,366 438,294

その他ローン残高 82,641 6,128 13,355 76,513 69,286

④中小企業等貸出比率【単体】 （％）

27年９月末 27年３月末 26年９月末

27年３月末比 26年９月末比

中小企業等貸出比率 63.31 0.24 0.70 63.07 62.61

７．預金、貸出金および有価証券の残高

【単体】 （百万円）

27年度中間期 26年度 26年度中間期

26年度比 26年度中間期比

預　金（末残） 3,789,426 △ 3,638 95,305 3,793,064 3,694,121

預　金（平残） 3,746,590 73,855 72,692 3,672,735 3,673,898

貸出金（末残） 2,478,321 35,700 124,423 2,442,621 2,353,898

貸出金（平残） 2,419,792 84,816 119,240 2,334,976 2,300,552

有価証券（末残） 1,813,611 56,269 157,837 1,757,342 1,655,774

有価証券（平残） 1,717,665 107,839 115,727 1,609,826 1,601,938

（ご参考）預り資産残高 （百万円）

27年９月末 27年３月末 26年９月末

27年３月末比 26年９月末比

預り資産残高 286,617 △ 8,328 △ 1,386 294,945 288,003

公共債 38,926 △ 9,054 △ 17,059 47,980 55,985

投資信託 94,224 △ 1,047 7,830 95,271 86,394

年金保険 153,466 1,773 7,843 151,693 145,623

(注)　年金保険は、一時払個人年金保険の販売累計額を記載しております。
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Ⅲ．ご参考

１．部分直接償却を実施した場合の平成27年９月末のリスク管理債権【単体】

（百万円）

27年９月末 差      異

(部分直接償却実施前) (部分直接償却実施後)

リスク管理債権額 65,665 57,458 8,207

破綻先債権額 2,405 1,425 980

延滞債権額 48,014 40,787 7,227

３カ月以上延滞債権額 1 1 -               

貸出条件緩和債権額 15,243 15,243 -               

貸出金残高（末残） 2,478,321 2,470,114 8,207

貸出金残高比 （％）

リスク管理債権額 2.64 2.32 0.32

破綻先債権額 0.09 0.05 0.04

延滞債権額 1.93 1.65 0.28

３カ月以上延滞債権額 0.00 0.00 0.00

貸出条件緩和債権額 0.61 0.61 0.00

(注) 当行が仮に「部分直接償却」を行った場合、リスク管理債権は上記のとおりとなります。

２．部分直接償却を実施した場合の平成27年９月末の金融再生法開示債権【単体】

（百万円、％）

27年９月末 差      異

(部分直接償却実施前) (部分直接償却実施後)

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 17,120 8,718 8,402

危険債権 34,209 34,209 -               

要管理債権 15,245 15,245 -               

小　　計（Ａ） 66,575 58,173 8,402

正常債権 2,463,334 2,463,334 -               

合　　計（Ｂ） 2,529,910 2,521,508 8,402

（Ｂ）に占める（Ａ）の割合 2.63 2.30 0.33

保全状況 （百万円、％）

保全額（Ｃ）　（イ＋ロ） 54,676 46,274 8,402

担保等による保全額（イ） 31,165 31,165 -               

貸倒引当金残高（ロ） 23,510 15,108 8,402

カバー率（Ｃ）／（Ａ） 82.12 79.54 2.58

引当率（ロ）／（Ａ－イ） 66.39 55.94 10.45

(注) 当行が仮に「部分直接償却」を行った場合、金融再生法開示債権は上記のとおりとなります。
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３．平成27年９月末の自己査定結果と金融再生法開示債権及びリスク管理債権【単体】

（億円）

自己査定結果（債務者区分別） 金融再生法開示債権

対象：貸出金等与信関連債権 対象：貸出金等与信関連債権

区  分 分        類 区  分 貸 出 金

与信残高 非分類 Ⅱ分類 Ⅲ分類 Ⅳ分類 与信残高 残 高

破綻先 (   3) (   8) (   2) (   9) 破産更生債

  24   15     8      -      - 権及びこれ   24 

実質破綻先 (  24) (  33) (  14) (  74) らに準ずる

   147    113      33      -      - 債権    171    100    70  100.0%  100.0%

破綻懸念先 危険債権 延滞債権

( 145) (  69) ( 130)     342    97    211   90.1%   74.1%    480 

   345    242    69    33 要管理債権 ３カ月以上

(貸出金のみ) 延滞債権    0 

貸出条件

要管理先  152     37     30   44.1%   30.3% 緩和債権    152 

小　　計

   252    26    225 (  665)  (  235)  (  311)  (82.1%)  (66.3%)    656 

要管理先

以外の要

注意先

 2,529  784  1,745 

正常債権

正常先

21,999 21,999 24,633    152 

合　　計 (22,985) ( 2,082) ( 147) (  84) 合　　計

25,299 23,183  2,082    33      - 25,299  387 

(注)１．単位未満を切り捨てて表示しております。
 　 ２．貸出金等与信関連債権とは貸出金、支払承諾見返、外国為替、貸出金に準ずる仮払金、未収利息及び金融機関保証付私募
 　   債であります。
 　 ３．自己査定結果（債務者区分別）における分類額は、直接償却・個別貸倒引当処理後の金額を記載しております。
 　 　　また、Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ分類の（　　）内は個別貸倒引当金控除前の分類額、非分類の（　　）内はⅡ・Ⅲ・Ⅳ分類額に対する
 　   個別貸倒引当金を加算する前の分類額であります。なお、破綻先・実質破綻先のⅢ・Ⅳ分類は全額引当済であります。
 　 ４．破綻懸念先には、複数の債務者に対する転貸債権の状況により開示区分を決定すべき与信形態のものが含まれております
 　   ので、破綻懸念先債権額と危険債権額は一致しておりません。
 　 ５．金融再生法開示債権におけるカバー率は、与信残高に対する引当額・担保等による保全額の割合を、引当率は与信残高か
 　 　ら担保等による保全額を除いた部分に対する引当額の割合をそれぞれ記載しております。

リスク管理債権

対象：貸出金

区　分

合　　計

破綻先債権

要
 
注
 
意
 
先
 

カバー率 引 当 率 引 当 額 
担 保 等 
に よ る 
保 全 額 
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４．決算計数表

【単体】 （百万円）

27年度中間期 26年度 26年度中間期

26年度比 26年度中間期比

残 高 3,789,426 △ 3,638 95,305 3,793,064 3,694,121

平 残 3,746,590 73,855 72,692 3,672,735 3,673,898

残 高 2,478,321 35,700 124,423 2,442,621 2,353,898

平 残 2,419,792 84,816 119,240 2,334,976 2,300,552

残 高 1,813,611 56,269 157,837 1,757,342 1,655,774

平 残 1,717,665 107,839 115,727 1,609,826 1,601,938

４．業務純益 12,075 2,738 20,078 9,337

５．経常利益 10,003 1,171 21,373 8,832

６．中間(当期)純利益 6,537 932 11,753 5,605

７．１株当たり中間(当期)純利益 40円99銭 6円08銭 73円45銭 34円91銭

８．自己資本比率(注) 6.8% △ 0.2% △ 0.1% 7.0% 6.9%

９．１株当たり純資産 2083円44銭 △ 9円75銭 135円07銭 2093円19銭 1948円37銭

10．単体自己資本比率(国内基準)(注) 15.76% 1.08% △ 0.60% 14.68% 16.36% (Ｐ．５参照)

11．その他有価証券評価差額 (A) 84,643 △ 9,030 13,053 93,673 71,590 (Ｐ．４参照)

(A)に係る税金相当額 (B) 27,403 △ 2,379 2,328 29,782 25,075

評価差額金 (A)-(B) 57,240 △ 6,651 10,726 63,891 46,514

12．与信費用 2,416 △ 1,952 4,193 4,368 (Ｐ．１参照)

13．債券関係損益 △ 10 △ 1,340 576 1,330 (Ｐ．３参照)

14．株式等関係損益 578 △ 87 1,705 665 (Ｐ．３参照)

15．貸出金利回 1.38% △ 0.09% △ 0.11% 1.47% 1.49%

16．預金等利回 0.13% 0.00% 0.00% 0.13% 0.13%

17．経費率 1.00% △ 0.01% △ 0.03% 1.01% 1.03%

18．預金等原価 1.13% △ 0.01% △ 0.03% 1.14% 1.16%

19．預貸金利鞘 0.25% △ 0.08% △ 0.08% 0.33% 0.33%

20．有価証券利回 1.43% 0.00% 0.01% 1.43% 1.42%

21．資金運用利回 1.35% △ 0.06% △ 0.07% 1.41% 1.42%

22．資金調達原価 1.03% △ 0.05% △ 0.07% 1.08% 1.10%

23．総資金利鞘 0.32% △ 0.01% 0.00% 0.33% 0.32%

(注) ８．自己資本比率は、「（純資産の部合計－新株予約権）／資産の部合計」として算出しております。また、銀行法
で定められた自己資本比率は10．に記載しております。

３．有価証券 

１．預金 

２．貸出金 
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【連結】 （百万円）

27年度中間期 26年度 26年度中間期

26年度比 26年度中間期比

残 高 3,774,856 △ 2,909 91,441 3,777,765 3,683,415

残 高 2,463,758 36,114 122,176 2,427,644 2,341,582

残 高 1,812,644 55,716 154,233 1,756,928 1,658,411

４．経常利益 10,031 339 23,126 9,692

５．親会社株主に帰属する中間(当期)純利益 6,193 326 12,161 5,867

６．１株当たり中間(当期)純利益 38円83銭 2円29銭 76円00銭 36円54銭

７．自己資本比率(注) 6.8% △ 0.2% △ 0.1% 7.0% 6.9%

８．１株当たり純資産 2094円63銭 △ 9円19銭 130円90銭 2103円82銭 1963円73銭

９．連結自己資本比率(国内基準)(注) 16.84% 1.13% △ 0.59% 15.71% 17.43% (Ｐ．５参照)

10．その他有価証券評価差額 (A) 85,537 △ 8,990 13,318 94,527 72,219 (Ｐ．４参照)

(A)に係る税金相当額 (B) 27,707 △ 2,364 2,407 30,071 25,300

非支配株主持分相当額 (C) 500 23 158 477 342

評価差額金 (A)-(B)-(C) 57,329 △ 6,648 10,753 63,977 46,576

11．与信費用 2,552 △ 1,725 4,081 4,277 (Ｐ．２参照)

(注) ７．自己資本比率は「（純資産の部合計－新株予約権－非支配株主持分）／資産の部合計」として算出しております。

また、銀行法で定められた自己資本比率については９．に記載しております。

３．有価証券 

１．預金 

２．貸出金 
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